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は じ め に 


ハス オビ エダ シャ ク Descoreba simplex BUTLER は 本 州 , 四国 , 九州 , 対馬 , 屋久 島 , シベ リア 南東 部 に 
原 亜 種 が , 台湾 に は 別 亜 種 が 分 布 し て お り ( 井 上 , 1982), わが 国 で は 年 1 化 性 で (中 島 , 1987), サク ラ や 
ミズ キ , クヌギ な ど 17 科 30 種 の 植物 を 摂 食す る 極め て 広 食性 の 種 で ある こと が 知ら れ て いる (Table 1) . 
これ ら の 寄主 植物 は 主として 関東 各地 で 5 ~6 月 に 野外 で 中 一 終 齢 幼虫 の 摂 食 を 観察 し て 確認 され た も の 
が 多く , 大 部 分 は , いわ ゆる , 落葉 樹 で ある . 一 方 , 伊豆 大 島 で は 1921 年 か ら 22 年 に か け て 本 種 が 大 発生 
L, サク ラ や ミズ キ の 他 に , 油 の 生産 を 目的 と し た 島 の 重要 植物 で ある 照葉樹 の ッ バ キ を 加害 し て 問題 に な 
る と と も に , これ ら を 食い 尽く し た 後 , 各種 の 広葉 樹 を 加害 し た (矢野 , 1923)、 さら に , 1972 年 に は 伊豆 
利島 で も 同様 な 大 発生 が あり ツバ キ に 大 害 を 与え た (堀口 , 1973 : BH, 1973), この よう に 本 種 は 落葉 樹 
の みな ら ず 照葉樹 を も 食害 し , 場合 に よっ て は 大 発生 を する 潜在 的 な 害虫 と いえ る . 九州 で は , 今回 報告 す 
る 高 隈 山 で の 採集 記録 (KARE, 1979) を 含め , 各地 で 本 種 の 採集 が な され て いる (宮田 , 1983) こと 
か ら , 本 種 が 普遍 的 に 分 布 し て いる と と が うか が われ る が , これ まで 照葉樹 林 で 大 量 に 発生 し た と いう 記録 
は ない (大 河内 , 1988, 私 信 ). 筆者 ら は 1987 年 6 月 に シャ ク ガ 科 の 1 種 が 鹿児島 大 学 農 学部 附属 高 隈 演習 
林 で 大 発生 し , 多く の 樹種 を 加害 し て いる の を 知っ た . た だ ち に , 発生 状況 を 把握 する た め の 野 外 調査 を 行 
5 と 共に , 幼虫 の 同定 を 国立 科学 博物 館 の 大 和田 守 博士 を 通じ て 横浜 市 の 中 島 秀 雄 氏 に 依頼 し た . 同定 の 
ER, この が ガ は ハス オビ エダ シャ ク で ある と と が 明らか と な り , 野外 調査 で 確認 され た 被害 樹種 の 多く が , 
これ まで 本 種 の 寄主 植物 と し て は 知ら れ て いな いも の で ある こと か 判明 した. そこ で , これ ら の 被害 樹種 
を 本 種 の 新 寄主 植物 と し て 記録 する と と も に , それ ぞ れ の 樹種 に お ける 食害 状況 に つい て 報告 する . 
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本 文 に 入る に 先立ち , 本 種 の 同定 を し て 下さ り , 貴重 な ご 助言 を 頂い た 中 島 秀 雄 氏 (横浜 市 稚 見 女子 高校 ) 
と 大 和田 守 博士 (国立 科学 博物 館 ), 文献 を 見 せ て 下さ り , 採集 記録 な どの ご 助言 を 頂い た 福田 晴夫 氏 ( 鹿 
児島 県 立 博物 館 ) と 大 河内 勇 氏 (林業 試験 場 九州 支場 ), 野外 調査 を 手伝っ て 下さ っ た 山根 正気 氏 ( 鹿 児 
大 学 理学 部 ) と 鹿児島 大 学 農学 部 学生 諸氏 に 厚く お礼 を 申し 上 げ る . 


調 E 方 法 





1987 年 6 月 27 H, 鹿児島 県 垂水 市 に ある 鹿児島 大 学 農学 部 附属 高 隈 演習 林 第 4 林 班 (標高 約 550 m) の 
照葉樹 林内 の 斜面 で , 幅 60 cm 内 外 の 林道 を 約 350 m 歩き , 道 の 両 側 1 m 以内 に 生育 し て いる ほとん どす 
べ て の 樹木 に つい て , 樹種 名 を 確か め て 樹高 を 測定 する と と も る に, ハス オビ エダ シャ ク の 幼虫 数 を 調べ た . 
また , 主として 食害 の 対象 と な る 当年 葉 と それ ら の 内 で 食 痕 が 見 られ た 葉 数 を 目 算 し て , 大 ま か な か 食害 率 を 
記録 し た . 調査 時 に 得 ら れ た 幼虫 は 実験 室内 に 持ち 帰り , 直径 18 cm, 高き 30 cm の ガラ スシ リン ダー 内 に 
シロ ダ モ や ホソ バタ プ ブ の 枝葉 を 入れ て 飼育 し た . 調査 株 数 の 多かっ た ホソ バタ ブ と ヤブ ッ バ ベ キ に つい て は , 
Iwao (1968) の 提唱 し た m/m を 用 いて 株 当たり 幼虫 数 の 分 布 集中 度 を 計算 し , さら に , 株 当り 幼虫 数 と 被害 
葉 率 の 相関 関係 を 検討 し た . 


結果 お よび 考察 


調査 し た 照葉樹 林 の 樹 先 を 形成 し て いる 主 な 樹種 は し ス ダ ジ イ , ウラ ジロ ガ ジ , マテ バシ イ な ど で , いづ れ 
も 樹高 10m を 越え て いた . 林道 350 m の 両側 で 調査 対象 と な っ た 植物 は , 樹高 4 m まで の 幼 木 な いし 中 
間 木 で 合計 148 株 を 数 を , それ ら は 20 科 29 種 に 及 ん で いた . と くに 多かっ た 樹種 は イヌ ガン 8 株 , ホッ 
バタ ブ 34 株 , ヤブ ニッ ケイ 8 株 , ヤブ ッ ベ バキ 15 株, ネズ ミ モ チ 8 株 , アオ キ 9 株 な ど で , 照葉樹 林 の 中 間 
層 を 代表 する 典型 的 な 種 構成 を 反映 し て いた . 

これ ら の 調査 木 の 内 , 本 種 に よる 食害 を 受け た の は 7 科 14 種 105 株 で , クス ノ キ 科 の 5 種 を 筆頭 に し, ブ 
ナ 科 と ツバ キ 科 が 2 種 , 残り の 4 科 は , それ ぞ れ , 1 種 づ つ で あっ た (Table 2) . 寄主 植物 の 科 に 着目 すれ 
は ば, 今回 の 調査 で 確認 され た 7 科 の 内 5 科 ま で は , これ まで 記録 され て いる 17 科 (Tabe 1) に 含ま れ , 僅 
か に モク レン 科 と エゴ ノ キ 科 の 2 科 が 新た に 追加 され た に すぎ な い . この こと は , 落葉 樹 と 照葉樹 と の 違 
い は あっ て も , 本 種 の 寄主 範囲 が 科 レ ベル で は , 比較 的 似 て いる こと を 示唆 し て いる の か も 知れ な い . FH, 
種 レ ベル で は Table 2 に 挙げ た 14 種 の 内 , 以前 か ら 本 種 の 寄主 植物 と し て 知ら れ て いた ス ダ ジ イ と ヤブ 
ニッ ケイ , ツバ キ を 除く 11 種 も の 植物 が , 今回 の 調査 で 新た に 寄主 と し て 確認 され た . と くに , クス ノ キ 
BLO 4 種 の 追加 は 照葉樹 林 と 落葉 樹林 に お ける 種 レ ベル で の 寄主 範囲 の 違い を 如 実 に 示し て いる と 言え よ 
>, 今回 の 調査 結果 と これ まで の 知見 を 合わ せる と , 合計 19 科 , 41 種 の 植物 が 本 種 の 寄主 範囲 に 含ま れる 
こと に な る . 

寄主 植物 を 定義 する 場合 に は : (1) 雌 が 産卵 し , 1 齢 か ら 終 齢 まで 育ち 得る 植物 : (2 ある 程度 齢 が 進ん で 
か ら 分 散 に よっ て 到達 し , 摂 食す る 植物 : (3 通常 は 摂 食 し な い が , 大 発生 に よる 餌 不 足 の た め 摂 食す る 植 
物 : な ど を 区 別 す る こと が 望ま し い . 矢野 (1923) は 本 種 が か クロ マッ の 針 葉 に 産卵 する も の の , た だ , BIN 
に 適し た 枝葉 を 利用 する だ け で , 幼虫 は これ を 摂 食 する こと と な く , こと の よう な 習性 は 他 の シャ ク ガ 類 で も 見 
られ る と 述べ て いる . と の よう な 植物 は 上 記 の (1) 一 (3) に 該当 し な い . さら に , 矢野 (1923) は , 伊豆 大 島 で 
大 発生 し た 本 種 の 幼虫 は サク ラ , ミズ キ , ツバ キ の 3 種 を 好み , これ ら を 食い 尽く し た 後に , ヤシ ャ ブシ, 
シイ , クス , ヤブ ニッ ケイ , ARR, PNG, エノキ , アジ サイ な ど を 提 食 する と 記し て いる (Table 1 の 
HED), これ ら は (3) に 該当 する と 考え , 寄主 植物 の リス ト に 追加 し た . 野外 調査 に 基づい た 本 報 文 で は , 中 
ー 終 齢 幼虫 が 自然 条件 下 で 摂 食 し た 植物 を 寄主 植物 と みな し た た め , 高 隈 山 で 見 られ た 食害 樹種 が すべ て 
1) に 該当 する か どう か は 確認 で き て いな い . し か し , 後述 の よう な 高い 被害 株 率 や 被害 葉 率 か ら 判 断 する 
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Table 1. A list of the previously known host plants of D. simplex. 
Host plants [Family] Japanese name Literature 
Salix integra [Salicaceae] イヌ コリ ヤナ ギ 中 島 
(1977b : 1981) 
Juglans mandschurica sieboldiana [Juglandaceae] オニ テグ ルミ 中 島 (1981) 
# Alnus firma [Betulaceae] ヤシ ャ ブシ 矢野 (1923) 
* Corylus sieboldiana [Betulaceae] ッ フ ノ ハ シバ ミ 中 島 (1971) 
* Quercus acutissima [Fagaceae] クヌギ 河田 (1959) 
* Quercus dentata [Fagaceae] カシ フワ HE (1973) 
Quercus serrata [Fagaceae] コチ 矢崎 で 1977) 
# Castanopsis cuspidata [Fagaceae] シイ 矢野 (1923) 
— var. sieboldii [Fagaceae] ス ダ ジ イ 佐藤 (1977) 
# Celtis sinensis [Ulmaceae] エノキ 矢野 (1923) 
Zelkova serrata [Ulmaceae] ケヤキ 中 島 (1977a ) 
* Euptelea polyandra [Euptelaceae] フサ ザク ラ 中 島 (1970) 
# Cinnamomum camphora [Lauraceae] クス ノ キ 矢野 (1923) 
# Cinnamomum japonicum [Lauraceae] ヤブ ニッ ケイ 矢野 (1923) 
Lindera umbellata [Lauraceae] クロ モジ 中 島 (1977b) 
# Hydrangea macrophylla [Saxifragaceae] アジ サイ 矢野 (1923) 
# Pittosporum tobira [Pittosporaceae] ト ベラ 矢野 (1923) 
Prunus grayana [Rosaceae] ウ ワ ミ ズ ザ クラ 中 島 (1977a) 
* Prunus yedoensis [Rosaceae] サク ラ 矢野 (1923) 
Malus pumila [Rosaceae] リン ゴブ 氏家 (1965) 
* Malus sieboldii [Rosaceae] ズミ 中 島 (1970) 
Rosa hirtula [Rosaceae] サン ショ ウ バ ベラ 中 島 (1985) 
Rosa multiflora [Rosaceae] ノイ バラ 宮田 (1983) 
Lespedeza cyrtobotrya [Leguminosae] マル バハ ギ 中 島 (1980) 
Staphylea bumalda [Staphyleaceae] ミッ バウ ッ ギ 中 島 (1980) 
* Aesculus turbinata [Hippocastanaceae] トチ ノ キ 中 島 (1974) 
Camellia japonica [Theaceae] ツバ キ 矢野 (1923) 
* Cornus controversa [Cornaceae] ミズ キ 矢野 (1923) 
# Ligustrum obtusifolium [Oleaceae] イボ タ ノ キ 矢野 (1923) 
Osmanthus ilicifolius [Oleaceae] ヒイラギ 中 島 (1975) 
Viburnum dilatatum [Caprifoliaceae] ガマ ズミ 中 島 (1980) 


* Host plants which were determined by rearing experiments. 





# Plants which were infested in an outbreak situation on Izu-6shima. 


と , Table 2 に 示し た 植物 の 大 半 は (1) ま た は (2) に 該当 する も の の , 部 分 的 に は (3) を 含ん で いる 可能 性 が 高 


い , 


被害 株 率 は どの 樹種 も 50% 以 上 で , と くに , ホッ バタ ブ は 


調査 株 数 が 最も 多い 上 , 被害 株 率 も 高かっ た . 


マテ バシ イ や シン シキミ, シロ ダ モ な ど 6 種 の 植物 で は , 調査 株 数 が 少な いも の の , 被害 株 率 が 100% と な り , 
それ ら の 被害 葉 率 は いづ れ も る 最高 70~100% に 達し た . 被害 葉 率 の 低かっ た の は イタ ジイ と エゴ ノ キ で , と 
く に 後者 は 14 種 中 た だ 1 種 だ け の 落葉 樹 で あっ た . 
野外 で 見 られ た 幼虫 は ほとん ど 終 齢 に 達し て お り , ガラ スシ リン ダー 内 で 飼育 し た も の は いづ れ も あ ま 
り 摂 食 せ ず , RIC PO CMLL IGE LA. また , KSROM RULER BIC ROR Lic 1 D TERT 
死亡 し た . し た が っ て , 野外 で は この 時 期 に は すでに 地上 に 下降 し た り , 死亡 し た 幼虫 も 多く , 被害 株 上 に 
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Table 2. A list of plants infested by D. simplex in a stand of broad-leaved evergreen trees in the 
Takakuma Experimental Forest of Kagoshima University. 

















Plant species Japanese Tree No.of Trees Leaves Larvae 
name height trees infested infested 
(cm) exam. (%) (%) tree 

[Fagaceae] 

Castanopsis cuspidata ス ダ ジン イ 20~180 6 57 0~ 20 0~ 1 

Quercus salicina ウラ ジロ ガ シ 170 ~ 200 2 50 0~ 50 0* 

Pasania edulis マテ バン シイ 70~300 4 100 20~ 90 0~ 1 
[Magnoliaceae] 

Illicium religiosum シン + > 50 ~ 200 2 100 10~100 0- 3 
[Lauraceae] 

Neolitsea aciculata イ ヌ ガ シ 30~ 100 8 88 0~100 0~ 8 

Neolitsea sericea yu ダ モ 50~120 3 100 30~ 80 1~ 4 

Machilus thunbergii タ ブ J キ 30~ 100 6 100 10~ 70 0~ 1 

Machilus japonica ホッ ソバ タブ 30~220 34 91 0~100 0~10 

Cinnamomum japonicum ヤブ ニッ ケイ 30~ 160 8 63 0~ 40 0~ 3 
[Theaceae] 

Eurya japonica ヒサ カキ 80~200 5 100 40~ 80 1~10 

Camellia japonica ッ A F 40~350 15 67 0~ 80 0~ 6 
[Styracaceae] 

Styrax japonica エゴ クキ 50~ 70 2 50 0~ 10 1 
[Oleaceae] 

Ligustrum japonicum ネズ ミ モ チ 30 ~ 300 8 63 0~ 30 0~ 2 
[Caprifoliaceae] 

Viburnum awabuki サン ゴジ ュ 60~ 100 2 100 70 1~ 7 

Total 7 Families 14 species 105 Trees 








* Larvae were not found, but leaves were apparently infested. 


は 必ず し る 幼虫 が 見 られ る と は 限ら な か っ た . し か し , 幼虫 の 残っ て いる 株 で は , 株 当り 幼虫 数 が 株 の 大 き 
さと は か か わり な く 集 中 的 で , ホソ バタ ブ や ヒサ カキ で は 1 株 に 10 匹 , イヌ ぇ ガン で は 8 匹 も の 幼虫 が いる 
場合 も あっ た (Table 2). そこ で , 調査 株 数 が 比較 的 多かっ た ホソ バタ ブ と ヤブ ッ バ ベ キ に つい て 株 当り 幼虫 
数 の h/m を 計算 し た と ころ , いずれ も 1 より 大 きく な り , この 時 期 の 幼虫 の 分 布 ペ ター ン は 明らか に 集中 
的 で ある こと が 示さ れ た (Tables 3, 4) . また , 本 来 は 被害 葉 率 と 株 当り の 幼虫 数 と の 間 に は な ん ら か の 関 
連 が 得 ら れる は ず で ある が , 幼虫 の 下降 や 死亡 な ど に よる と 思わ れる 幼虫 数 の 乱れ に よっ て , 両者 間 に 有 意 
な 相関 関係 が な いこ と が 調査 デー タ か ら 読 み 取 れ た (Tables 3, 4) . な お , ウラ ジロ ガ シ で は 2 株 と も る 幼虫 
は 見 られ な か っ た が , その 内 の 1 株 の 被害 葉 率 が 50% で , 食害 状況 か ら 明 ら か に 本 種 が 摂 食し た も の と 判 
断 さ れ た (Table 2). 

Table 5 に は , 調査 対象 木 に な っ た も の の 内 , 当年 葉 に 食害 の 痕跡 か が な か っ た 14 科 15 種 の 植物 43 株 の 
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Table 3. Field data for Machilus japonica: Tree height, infestation of leaves, number of larvae per 
tree and their distribution pattern. 








Tree Tree Leaves Number Tree Tree Leaves Number 
No. height infested of No. height infested of 
(cm) (%) larvae (cm) (%) larvae 

1 60 0 0 18 50 50 1 

2 60 0 0 19 50 60 6 

3 50 0 0 20 30 70 1 

4 180 10 0 21 100 70 3 

5 60 20 0 22 160 70 6 

6 60 20 2 23 50 80 3 

7 80 20 1 24 50 80 5 

8 50 30 0 25 80 80 3 

9 80 30 0 26 120 80 3 
10 100 30 1 27 140 80 2 
11 160 30 4 28 170 80 7 
12 50 40 1 29 100 90 7 
13 80 40 0 30 120 90 2 
14 120 40 3 31 150 90 10 
15 130 40 0 32 170 90 2 
16 180 40 3 33 220 90 6 
17 50 50 0 34 100 100 2 











Mean tree height=100.3cm. Mean infestation rate of leaves=52.6%. Mean number of larvae 
per tree(m)=2.5. Mean crowding(m)=4.1 m/m=1.6 


Table 4. Field data for Camellia japonica: Tree height, infestation of leaves, number of larvae per 
tree and their distribution pattern. 

















Tree Tree Leaves Number Tree Tree Leaves Number 
No. height infested of No. height isfested of 
(cm) (%) larvae (cm) (%) larvae 

1 50 0 0 9 50 20 1 

2 50 0 0 10 160 20 1 

3 60 0 0 11 250 20 1 

4 100 0 0 12 350 20 6 

5 130 0 0 13 200 50 2 

6 180 10 0 14 50 60 1 

7 300 10 3 15 40 80 0 

8 80 15 1 





Mean tree height=136.7cm. Mean infestation rate of leaves=20.3%. Mean number of larvae 
per tree(m)=1.1. Mean crowding(m)=2.4 m/m=2.2 
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Table 5. A list of plants whose leaves were not infested by D. simplex. 





























Plant species [Plant family] Japanese Trees Tree 
name exam. height 
(cm) 
Carpinus tschonoskii [Betulaceae] イ a v F 1 100 
Ficus erecta [Moraceae] イ 3 E FD 4 100 — 400 
Morus bombycis [Moraceae] ャ マ グ フワ 1* 160 
Deutzia scabra [Saxifragaceae] マル ババ ウツギ 1 100 
Distylium racemosum [Hamamelidaceae] イ A クノ キ 3* 30-50 
Skimmia japonica [Rutaceae] ミヤ マシ キミ 4** 30- 200 
Mallotus japonicus [Euphorbiaceae] アカ メガ ン ワ 1 100 
Chaerospondias axillaris [Anacardiaceae] チャ ンチ ン モ ドキ 1 250 
Cleyera japonica [Theaceae] サ カ キ 1 60 
Elaeagunus umbellata [Elaeagnaceae] 7 + グ OS 2 200 - 250 
Dendropanax trifidus [Araliaceae] カ ク i ? 6* 50-300 
Aucuba japonica [Cornaceae] 7 オ キ 9 30-200 
Symplocos lucida [Symplocaceae] ク ロ キ 7 30-80 
Callicarpa japonica [Verbenaceae] ムラ サキ シキ ブ 1 180 
Weigela japonica [Caprifoliaceae] ッ ク シ ヤブ ウッ ツ ッ ギ 1 150 
Total 14 Families 15 Species 43 ]rees 














* One larva was found on one of the trees examined. 
* * Two larvae were found on one of the trees examined. 


調査 結果 を 示し て ある . これ ら の 内 , ヤ マグ ワ , イス ノ キ , ミヤ マシ キミ , カク レミ ノ の , それ ぞ れ , 1 株 
上 で 1 - 2 匹 の 幼虫 が 見 られ た が , これ ら の 4 株 の 当年 葉 に は 食 痕 が な く , また , ヤマ グ ワ を 除く 3 種 で は , 
同種 の 別 の 株 (複数 ) に も 食 痕 が 見 あたら な か っ た こと か ら , 葉 上 の 幼虫 は 別 の 植物 か ら 移動 。 ある い は , 
下降 途中 の も の で ある と 考え られ た . し た が っ て , これ ら の 植物 は た と え 幼 虫 が いて も 寄主 植物 と は みな 
さなか っ た . 

残り の 11 種 の 植物 に は 幼虫 も 食 痕 も 見 られ な か っ た の で , 現時 点 で は 当然 本 種 の 寄主 範囲 か ら 除外 し 
た . た だ し , 調査 株 数 が 1 - 2 し か な か っ た 8 種 の 内 の 何 種 か に つい て は , 将来 , 食害 葉 が 発見 され る か も 
知れ な いと いう 可能 性 を 完全 に 否定 する こと は 出来 な い . し か し , アオ キ や クロ キ は 株 数 が 比較 的 多かっ 
た に も か か わら ず , 食 痕 が 皆無 で あっ た こと は 本 種 が か これ ら の 植物 を 好ま な いこ と を 示し て いる の か も る 知 
れ な い . この こと に 関す る 一 つの 問題 点 は , アオ キ が ミズ キ 科 に 属し , その ミズ キ 科 の ミズキ が 伊豆 大 島 で 
の 大 発生 時 に 食害 され て いる (矢野 , 1923) こと と で ある . 一 般 に , 広 食性 の 昆虫 の 寄主 範囲 は 複数 の 植物 の 
科 に わた っ て いる た め , 同一 科 内 の 植物 は 属 が 異な っ て いて も 摂 信 する よう に 思わ れ が ち で ある が , 実際 は 
は , 植物 の 分 類 学 的 な 地位 と 寄主 選好 性 に は か な り の ずれ が 存在 する こと が 多い の で は な か ろう か . 佐藤 ・ 
中 島 (1975) や 中 島 ・ 佐 藤 (1979) が 進め て いる シャ ク ガ 科 の 寄主 植物 に 関す る 一 連 の 研究 は , 将来 , この 
よう な 問題 点 を 解く 鍵 を 与え て くれ る で あろ う . 
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Summary 


Descoreba simplex BUTLER, a polyphagous geometrid moth, has been identified, mainly in Honshu, 
as feeding on 23 species of deciduous and 7 species of evergreen trees which belong to 17 plant 
families. On 24 June 1987, a large number of mature larvae of D. simplex were observed after infesting 
many species of broad-leaved evergreen trees in the Takakuma Experimental Forest of Kagoshima 
University. Immediately 148 trees consisting of 29 species in 20 families were surveyed at a stand of 
broad-leaved evergreen trees in the Experimental Forest in order to determine the percentages of 
trees and leaves infested and the number of larvae located on each tree. A total of 105 trees out of 
148 were apparently infested by the larvae, and they were classified into 14 species belonging to 7 
families. Eleven of them, including 1 deciduous and 10 broad-leaved evergreen species, were newly 
added to the previously known host plants of the moth. As a result, the number of host plant species 
amounted to 41, belonging to 19 families. The percentages of trees and leaves infested were markedly 
high for such evergreen trees as Pasania edulis, Illicium religiosum and some species of Lauraceae. 


Almost all the larvae collected from the field died in the laboratory due to an unidentified disease. 
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